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「首尾一貫感覚（SOC）に伴う自己観についての調査」報告 

——質問紙調査協力のお礼—— 

 

 おかげさまで，分析に必要な人数分のデータを集めることができ，無事に調査を終えることができました。 

 ご協力いただき，ありがとうございました。 

 以下，本調査の概要と簡素ながら結果の報告です。 

 

調査の目的 1：SOC に伴う自己観を明らかにすること 

・本調査では，SOCと，SOCの理解を深めるために有効であると考えられる自己観との関係を検討する。

本調査では日本における SOCを理解する上で重要と考えられる「相互独立的－相互協調的自己観」（高田，

2000），「恩恵享受的自己感」（中間，2013）との関連を検討する。また，SOCと「仮想的有能感」（Hayamizu 

et al., 2004）との関係を検討することにより，SOCにおける有能感（効力感）は他者を見下すことによる

仮想的なものではないかどうかの知見を得る。 

 

調査の目的 2：SOC が抑うつに対して示す効果の独自性を検証すること 

・SOCが抑うつ（邦訳版 CES-D：島ら，1985）と主観的幸福感（曽我部・本村，2010）に示す効果の独自

性を検証するため，媒介要因として「自尊感情」（桜井，2000）と「恩恵享受的自己感」を取り上げ，この

2つを統制した上でも，SOCが抑うつと幸福感に対して独自の効果を持つかどうかを検証する。 

・これまでのところ，「人格特性的自己効力感（三好，2003）」と「基本的信頼感（谷，1996）」（Isowa, 2016）

「自己の好ましさ」（磯和・三宮，2016）を統制した上でも，SOC は抑うつに対して抑制的に働くことが

示されている。それだけではなく，「人格特性的自己効力感」・「基本的信頼感」が持つ抑うつに対する抑制

的な効果は，SOCによって完全に媒介されていた。 

 

調査結果の図表 
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調査結果の概要（Table 1） 

・先行研究の結果はほぼ再現された。 

・先行研究と調査結果の比較から，調査対象者は「SOCが若干低い一般的な大学生」であると判断された。 

 

調査目的 1 に関わる結果 

・SOCが高い者は「相互独立的自己観」を持ち，「相互協調的自己観」を持っていない傾向にある。 

 ・SOCの下位因子別に見ると，「相互協調的自己観」との関係の仕方に特徴が見られた。 

  →「相互独立的自己観」は，3下位因子全て正の相関が見られ，SOC全体との関係が明白であった。 

  →「相互協調的自己観」に関しては，物事に対する自己の判断の基盤となりうる「把握可能感」と「処

理可能感」に関しては負の相関が見られたのに対し，物事に対する動機づけの要因と考えられる「有

意味感」に関しては，相関を示さなかった。このことから，他者に依拠した自己観を持っている者は，

「把握可能感」・「処理可能感」といった感覚をもちづらいが，その自己観は人生に対して「有意味で

ある」と感じることとは関係しないと考えられた。 

・SOCのうち「有意味感」が高い者は，「恩恵享受的自己感」を持っている傾向にある。 

 →「自分は恵まれている」といった感覚は，身の回りで起こることは有意味であるという感覚を導くが，

それが身の回りで起こることは把握・対処が可能であるという感覚とは繋がらないと考えられた。 

・SOCが高い者は，「自尊感情」が高く，「仮想的有能感」を持っていない傾向にある。 

 ・有能感の 4類型では，SOCが高い者は最も適応的な「自尊型」に分類される者が多いことが示された。 

・自己観の組み合わせによる，SOCに対する交互作用は確認されなかった。 

 

調査目的 2 に関わる結果 

・SOCを説明変数，各自己観を調整変数，抑うつを目的とした共分散構造分析を行った結果，抑うつに対す

る SOCの効果はβ=-.27（p<.001）で有意な値を示した。このことから，「自尊感情」を含む各自己観を考

慮した上でも，SOCが抑うつに対して示す効果の独自性が確認された。 

・SOCを説明変数，各自己観を調整変数，主観的幸福感を目的とした共分散構造分析を行った結果，主観的

幸福感に対する SOC の効果は有意ではなかった。主観的幸福感に対して有意な効果を示した「自尊感情」

と「恩恵享受的自己感」のいずれか，あるいは両方が，SOCが幸福感に及ぼす影響を媒介していると判断

し，媒介分析を行った。その結果，「自尊感情」が SOCと主観的幸福感を完全に媒介していた。 
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